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論文内容の要旨

近年,輝尽性蛍光体を利用したコンビューテッドラジオグラフイ(computedrl

CR)や平面検出器(natpaneldetector:FPD)の関取 らせん状スキャンと1

multidettctor-rOWCOmPutedtomography(MD-CT)装置のようなX線CT準置のl
よって,l医療の現場で利用する画像のディジタル化が盛んになってきた.臨床

にあたって,その行為の正当化については医師の判断となるが,その検査にお

については,放射線技師や他スタッフの弛まぬ努力が必要となる.したがって

査において,同じ被曝であればより高い画質を追求すること,同じ画質であれ

り低減させることが重要である.また,一度の検査において得た画像内の情報

に取り出し利用することが重要であると考える.そこで本論文では,画質と被

ら見た医療用Ⅹ線画像の定量的な評価を行い,画像の付加価値を高める具体例

の有効性を議論した.本論文は,5つの章から構成されている.

第l章では,本研究における概念を述べている.その概念の一つは,一度のこ

おいて,同じ被曝であればより高い画質を追求すること,または同じ画質であ一

より低減させることが,最も基本的で重要であるということである.そして,も

ー･度の検査で得られた情報を最大限に生かすこと,異なる臓器の検査のために
検査を重複させないことが,患者にとって重要であるということである.

第2章では,医療用X線画像を生成(出力部分も含む)するシステムの特性
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る＼とともに,画像出力システムの入出力特性において,一部のシステムでは拡章

で写真濃度を測定する従来法では判断できないトーンジャンプが,特性曲線に巧

とを初めて示している.

第3章では,第2章で得たディジタルシステムの特性を有効利用する具体例`

イジタルシステムの特性を有効利用して,患者被曝を一定に保ったままで画質う

る,あるいけその手法によって,ほぼ同等の画質を保持したままで,どの程度,

を低減させることができるか検討している.また,画質がほぼ同等であること∃

手法を提案している.すなわち,高感度IPに対して周波数処理を施し解像特性弓

る方が,初めから高い解像特性を持つ低感度IPを利用するよりも,画質の改善,

曝の低減が30%程度,可能であることを明らかにしている.さらに,画質が-ヌ

とを定量的に評価する手法として,医療の場に初めてフェリスの2点噂好法をま

の有効性を確認している.

第4章では,医療用画像内の山部の情報だけが診断に使われ,他の情報が有ヲ

ていないことに着目し,画像が持つ付加価値を高めることを検討している.こ(

と,まず具体的にⅩ線CT画像を利用するにあたって,使用する装置における言

タが画像を構成するCT値にどの程度影響を及ぼすのかを検討した結束,Ⅹ線

よって得られるCT値の再現性が安定していることを示している(変動係数にし

その点を踏まえて,腹部X線CT検査で得たCT画像を利用して,腰椎の椎体[

識し,海綿骨内の特徴量を自動抽出するアルゴリズムを開発し,骨粗紫症の判団

どうか検討している.その結束,骨粗髭症を正しく判断できた割合(感度)は0.93

内であると正しく判断できた割合(特異度)は0.64であった.すなわち,コ′ンビューJ

て病変を定量的に評価し,その結呆を第2の意見として医師に提示するCADJ

て利用できる可能性を示唆している.

最後に第5章において,本論文の結論を示した上で,本研究の将来展望を述

論文審査結果の要旨

本論文は,画質と被曝の両面から見た医療用Ⅹ線画像の定量的な評価を行い,

加価値を高める具体例を挙げ,その有効性を議論したものである.ここでは,尋

いうキーワードのもと,前半部分で主にシステム自体の特性を評価し,最大持別こ

とを,後半部分ではそのシステムで得た画像内に含まれる情報を最大限に引き出

検討している.本論文の成果とその評価は以下のとおりである.

(1)アナログシステム(増感紙フイルム系)において,その特性を測定するこ

感紙の違いによって見かけ上の被写体コントラストが変化することや,増感
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ている.

(2)判明したCRシステム(検出器)の特性を利用して,患者被曝を一一定に保っ

画質を改善させる,あるいはその手法によって,ほぼ同等の画質を保持した

どの程度,患者被曝を低減させることができるか検討している･その結果,

出器に対して周波数処理を施し解像特性を向上させる方が,初めから高い僻

もつ低感度検出器を利用するよりも,画質の改善,または被曝の低減が可能

とを明らかにしている.さらに,画質が一定であることを定量的に評価する

て,医療の場に初めてフェリスの2点噂好法を採用し,その有効性を確認し-

(3)具体的にⅩ線CT画像を利用するにあたって,まず,使用する装置におけ

メータが画像を構成するCT値にどの程度影響を及ぼすのかを検討した結果,

装置によって得られるCT値の再現性が安定していることを示している(変劉

て約2%).その点を踏まえて,腹部X線CT検査で得たCT画像を利用して

椎体中央部を認識し,海綿骨内の特徴量を自動抽出するアルゴリズムを開発

紫症の判断が可能かどうか検討している.その結果,骨粗髭症を正しく判断でき二

度)は0.93,正常範囲内であると正しく判断できた割合(特異度)は0･64であった･､

コンピュータを利用して病変を定量的に評価し,その結果を第2の意見とし

∴提示するCADの一一つとして利用できる可能性を示唆している･

以上の内容から得られた成果は,医療用Ⅹ線画像を生成するシステム自体やそ

情報を有効利用することについて,多面的な知見と成呆を示しており,工学的に

価値が高い.したがって,本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと

最終試験結果の要旨

提出された学位論文を熟読し,その内容が独創的かつ実用的であり,また,

においても高い価値を有すると判断した.また,学位論文の内容に関する論文

成させており(外国雑誌1件と国際学会のProceedingsl件を含む),さらに,糸

たる学会への学術的な貢献に対して日本放射線技術学会から滝内賞を,2002d

(北米医学放射線学会)88thscientificAssemb】yandAnnualMeetingにおいて,

タを利用した展示発表においてCe]1ificateofMerit賞を受賞している.

公聴会後に学位論文に関する口頭試問を行ったが,論文提出者はそれらの試

回答し,工学的な知識だけでなく,医学的な知識を含めたコンピュータ支援診

全般などに関する幅広い知識を有することを確認した.

これらを総合的に判断して,最終試験を合格と判定した.


